
施工説明書�
施工業者様用�

アメニティデザイン企業�

■施工の際は以下の工具をご用意下さい。�
�
・電動ドリル�
　※インパクトドライバーは金具が壊れる恐れがある為、�
　　使用しないでください。�
・コンベックス等測定機器�
・ゴムハンマー�
・水準器�
・クランプ/万力など(ユニット連結用)

スタイリッシュファニチャー　　ミセル�

スラックスハンガー�

●この製品の性能と安全性を確保するために、この施工説明書をよ

くお読みいただき、手順通りに正しく施工してください。�

●この説明書に出てくる　 注意や　 施工上のご注意は、施工上重

要な内容が記載されていますので、注意深く読み、よく理解してか

ら作業してください。�

この説明書に書かれた注意事項は、施工される人への危害や、お使いになる人への危害や物的損害を防ぐためのものです。�
必ずお守り下さい。�

注意�

（必ずお守りいただきたいこと）�

危険の定義とシンボルマーク�この説明書では、｢注意事項｣を以下のような定義で使用しています。�

注意�
取扱を誤った場合、施工者または使用者が重傷を負う可能性が想定される場合および物的損害の発生が想定される場合�

安全上のご注意�

●一般住宅用の収納です、他の用途に使用しないで下さい。�
●製品の改造はしないで下さい。製品強度が失われる可能性があります。�

MiSEL スラックスハンガー－S120123
B574018

2012.01 現在�
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製品寸法図�

同梱部品の確認� 施工の前に同梱材料、部品をご確認ください。�

2. 内側板の取り付け�

スラックスハンガー�

1. スライドレールの取り付け�

スライドレールを分割（引出本体側/ユニット側）し
ます。�

1.

同梱の内側板（左右）の段彫り（φ10-φ3）を床置
きユニットφ3ダボ穴と連結します。�
連結高さはプランによって異なります。�
※プラン図面を確認して下さい。�
※調湿材「さらりあ～と」を固定棚に取り付ける場
合は、内側板の上下を逆に取り付けてください。�

2.

固定棚（床置きユニットに同梱）を内側板の上に設
置してください。�

3.

1.

スライドレールを前に引出し、ロックレバー（図参照）を上に
上げ（反対側は下げる）レールごと引き出して外します。�

スラックスハンガー本体に取り外したスライドレー
ル（引出側）を取り付けます。�
※上図の固定穴から下穴にビスで固定してください。）�

4.

スライドレールを取り付けたスラックスハンガー本
体をスライドレール本体側（内側板）に差し込み、
閉じた状態まで押し込みます。�
（2、3回開閉し、固定されたことを確認してください。）�

5.

3. スラックスハンガーを外す場合�

スラックスハンガー本体を前に引出し、ロックレバー（図
参照）を上に上げ（反対側は下げる）レールごと引き出
してください。�

取り付けた内側板のφ3ダボ穴にスライドレール（ユ
ニット側）を取り付けます。�
※前木口より18㎜奥まる納まりになります。�

固定棚�

ハンガーはサイズによって�
本数が異なります。�

M4×14トラスビス�

M4×14トラスビス�

施工前の準備�

ユニットの組み立て�

※床置ユニットへの取付時�

　　　  　　 は壁固定が必要です。地震などで取付けたユニット（床置ユニット）が転倒しない様な安全性の高い�

施工をお願いします。�

26 320
〈引出本体側〉� 〈ユニット側〉�

ロックレバー�
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